
ぬ
ま
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探
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文
化
財
調
査
委
員
の

金
井
竹
徳
さ
ん
が

沼
田
の
歴
史
を
ご
案
内
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休館日　月曜日、４月 23 日（金）・29 日（木）、

５月４日（火）・５日（水）・28 日（金）

問合せ　図書館☎ 22-0550

　　 月 の 移 動 図 書 館

14
日

(

金)

１０：００～１０：２０ 横塚町公民館

１０：３０～１０：５０ 久屋原町公民館

１１：００～１１：３５ 上久屋町多目的集会所

１３：１５～１３：４５ 利南地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

１３：５５～１４：１５ 沼須町農事研修所

１４：３０～１６：１５ 利南東小学校

18
日

(

火)

　９：５０～１０：２０ 硯田町公民館

１０：３０～１０：５５ 堀廻町構造改善センター

１１：０５～１１：３０ 善桂寺町活性化センター

１３：３０～１４：１０ 町田町水田転作推進研修所

１４：２５～１４：４０ 薄根地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

１４：５０～ １６：１５ 薄根小学校

19
日(

水)

１１：００～１１：３０ 保健福祉センター

１３：４５～１４：００ 旧利南中学校運動広場

１４：３０～１６：１５ 多那小学校

20
日(

木)

１０：００ ～１２：００ 利根小学校

１３：３０ ～１３：４５ 利根支所

１４：００ ～１４：２０ 老神地区集会所

21
日(

金)

１３：３５ ～１４：１５ 愛宕老人ホーム

１４：３０ ～ １６：１５ 沼田北小学校

25
日(

火)

１３：４５ ～１４：１５ 十王公園

１４：３０ ～１６：１５ 沼田小学校

26
日

(

水)

１０：２０ ～ １０：５０ 生枝集会所

１１：００ ～ １１：２０ 岩室集会所

１１：３０ ～ １１：４５ 尾合集会所

１３：１５ ～ １３：４５　 下古語父集会所

１４：００ ～ １４：２５　 上古語父集会所

１４：４０ ～ １６：１５ 白沢小学校

27
日(

木)

１３：００ ～　１３：３０ 旧利根支所利根出張所

１３：５０ ～　１４：０５ 日影南郷集会所

１４：５０ ～　１６：１５ 沼田東小学校

本を載せたワゴン「あかつき号」が各地を巡回します５

沼 田 市 立 図 書 館沼 田 市 立 図 書 館

流
儀
の
振
興
祈
願 
奉
納
の
額

（
利
根
町
平
川　

古こ

滝た
き

庵あ
ん

不ふ

動ど
う

尊そ
ん

）

11
日

(

火)

１０：３０～１０：５０ 利根ダム統合管理事務所

１１：００～１１：４０ 群馬県利根沼田振興局

１３：５０～１４：２０ 新町公民館

１４：３０～１６：１５ 升形小学校

12
日

(

水)

　９：５０～１０：１５ 岡谷町生活改善センター

１０：２５～１０：５５ 下発知町生活改善センター

１１：０５～１１：３５ 奈良町農事研修所

１３：３０～１３：５０ 上発知町生活改善センター

１４：００～１４：２０ 中発知町生活改善センター

１４：３０～１６：１５ 池田小学校

13
日

(

木)

１１：００～１１：１５ 屋形原農村婦人の家

１３：３０～１３：５０ 上川田町住民センター

１４：００～１４：２０ 川田地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

１４：３０～１６：１５ 川田小学校

　

江
戸
末
期
「
東
入
り
に
過
ぎ
た

る
も
の
が
２
つ
あ
る
、
賢け
ん

和な

の
書

に
房ふ
さ

吉き
ち

の
剣
」
と
歌
わ
れ
た
。
賢

和
と
は
片
品
戸
倉
の
萩
原
（
藤
）

賢
和
の
こ
と
で
、
独
自
な
篆て
ん

書し
ょ

（
笹
文
字
）
が
庚
申
の
文
字
な
ど

に
残
る
。
房
吉
は
法ほ
う

神し
ん

流り
ゅ
うの
剣
豪

で
知
ら
れ
る
星
野
房
吉
で
あ
る
。

平
川
地
区
の
奥
、
古
滝
庵
不
動
尊

に
掲
げ
ら
れ
る
奉
額
は
２
人
が
残

し
た
。

　

勢
多
郡
深み

山や
ま

に
生
ま
れ
た
房
吉

は
、
法
神
流
の
開
祖
楳う
め

本も
と

法ほ
う

神し
ん

の

高
弟
。
旧
姓
は
須
田
房
之
助
「
赤

城
の
天
狗
」
と
呼
ば
れ
た
、
の

ち
、
追
貝
に
道
場
を
開
き
、
星
野

争
い
の
も
と
に
な
っ
た

　
　
　
　
　

奉
額
で
す

駐車場は、テラス沼田立体駐車場をご利用ください。

家
に
婿
入
り
房
吉
を
名
乗
っ
た
。

　

文
政
13

（
１
８
３
０
）
年
、
流

儀
の
振
興
、
郷
土
の
繁
栄
を
願

い
、
房
吉
は
藤
賢
和
の
筆
に
よ
る

額
を
不
動
尊
に
奉
納
し
た
。
奉

額
は
前
橋
や
高
崎
、
武
州
な
ど

１
４
０
余
人
の
門
人
の
名
が
並

ぶ
。
２
人
の
誠
心
が
表
さ
れ
る

堂
々
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
奉
納
を
巡
り
流
儀
間
の

争
い
「
園そ
の

原は
ら

騒そ
う

動ど
う

」
が
起
こ
り
、

山
村
は
前
代
未
聞
の
騒
ぎ
と
な
っ

た
。

　

深
閑
と
す
る
木
々
、
見
事
な
滝

に
守
ら
れ
、
奉
額
は
歴
史
を
伝
え

る
。

24

新刊の紹介

『哲学と人類』　

岡本裕一朗／著　文藝春秋

石器に印刷術、デジタル経済圏まで「技術

の哲学」で読み解く人類全史。人文科学

の最先端が解き明かす文明の結末とは

『私のカレーを食べてください』　

幸村しゅう／著　小学館

理想のカレーを追い求める少女と人々の人

情が織りなす青春小説。第２回「日本おい

しい小説大賞」受賞作

古滝不動尊に掲げられる奉納の額


